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第第第 111000 回回回カカカシシシオオオペペペアアア環環環境境境講講講演演演会会会ががが開開開催催催ささされれれままましししたたた   
（（（主主主催催催：：：県県県北北北広広広域域域振振振興興興局局局・・・カカカシシシオオオペペペアアア環環環境境境研研研究究究会会会）））   

前々号でお知らせした「第 10 回カシオペア環境講

演会」が、去る２月 23 日(土)、二戸市シビックセン

ターにおいて開催されました(図１)。雪の降る中にも

かかわらず、二戸地域を中心に約 110 名の方が集ま

り、県境不法投棄現場や大震災津波に係る災害廃棄物

処理現場からの報告、再生可能エネルギーの講演に熱

心に耳を傾けていました。 

１ 県境産業廃棄物不法投棄現場に係る廃棄物撤去

の現状 

廃棄物特別対策室の中村再生・整備課長から、不法

投棄事件の経緯、原状回復の方針、廃棄物の撤去状況

並びに廃棄物に汚染された土壌の浄化状況等につい

て説明がありました。 

２ 東日本大震災津波に係る災害廃棄物処理 

県北広域振興局保健福祉環境部二戸保健福祉環境

センターの水本技師から、東日本大震災津波に係る災

害廃棄物の処理状況並びに災害廃棄物を処理して生

産された「復興資材」の活用における課題等について

説明がありました。 

３ 自然がくれたエネルギー“再生可能エネルギー

とは何か” 

岩手大学工学部准教授の小野寺氏から、再生可能エ

ネルギーについて有効な活用法や今後の展望につい

て、再生可能エネルギーの新エネルギーとの違いやそ

の問題点を踏まえながら、実演を交え分かりやすく説

明していただきました。(図２) 

第第５５６６回回原原状状回回復復対対策策協協議議会会をを開開催催ししまますす。。  

どなたでも御自由に傍聴できますので、皆様の御来場をお待ちしております。 

日時  平成 25 年３月 16 日（土）午後 2時 10 分 

場所  二戸地区合同庁舎 1 階 大会議室（二戸市石切所字荷渡 6-3） 

廃廃棄棄物物のの撤撤去去状状況況ににつついいてて（（平平成成２２５５年年２２月月末末現現在在））  

 

表：平成 24 年度の月別撤去量 

 撤去量（トン） 

24 年 4～12 月 28,551

25 年１月 3,552

25 年２月 3,680

合計 35,783

平成 24 年度撤去目標 38,000 トン※

撤去量については、小数点以下の端数処理

をしているため、割合の合計が 100%になら

ない場合があります。 

  

 

 

 

 

 

※撤去量については、小数点

以下の端数処理をしている

ため、合計が合わない場合が

あります。 

左図に岩手県側廃棄物
の撤去状況を示します。 
2 月末までに、岩手県側

廃棄物推計量約 351,000 ト
ンのうち、340,013 トン(約
96.8%)を撤去しました。

図：岩手県側廃棄物の撤去状況 

H24撤去量
 　35,783㌧

(10.2%)

H16～23
撤去量

297,945㌧
(84.8%)

措置命令等
6,284㌧(1.8%)

　　　未処分量
　　11,218㌧

（3.2%)

図１：開会の挨拶。（カシオペア環境

研究会生田会長。） 

図２：小野寺准教授の講演の様子 


